
⽴ち⽌まり対話するための助成⾦「AKBN ファンド」 
審査委員会要項 

認定 NPO 法⼈アカツキ 
 
第１ 役割 
審査委員会は、「⽴ち⽌まり対話するための助成⾦」応募を受け、インターネット等で事前
に当該団体の情報収集を⾏った上で、応募書閲覧と団体ヒアリングを通じて審査し、助成先
団体を選定する。また、助成採択・不採択を問わず、団体への評価点と改善点のフィードバ
ックを⾏う。 
 
第２ 構成 
審査委員会の構成は、下記属性からなる４名とする。 
(1) アカツキにコンサルティングを依頼したことのある NPO の 職員 
(2) ⼀般企業で働く会社員 
(3) 社会的マイノリティ属性の視点を持つ者 
(4) アカツキ職員 
＊助成財源にアカツキの会費収⼊を使⽤するため、構成員は可能な範囲でアカツキ会員 
 から選任されることが望ましい。 
＊審査委員⻑は、アカツキのコンサルティングを受けたことのある NPO 職員属性の 
 者とする。 
 
第 3 任期 
審査委員の任期は、委員就任を承諾した⽇から当該年度の 3 ⽉ 31 ⽇までとする。なお、
最⼤ 3 年までの再任を妨げない。 
 
第４ 選任 
審査委員は、アカツキ事務局が候補者を選定し、同理事会にて承認の後、当⼈に打診する。 
 
第５ 運営 
審査委員会の運営は、次のとおりとする。 
(1) 審査委員⻑は、審査委員会の議⻑となり、議事を進⾏する。 
(2) 審査委員会は、アカツキ代表理事が招集し、会議の⽇時・場所等については、あらか
じめ審査委員へ通知する。 
 
 
 



第６ 審査⽅法 
(1) ⼀次審査は、アカツキ事務局による書類審査とする。 
(2) ⼆次審査は、申請書類と Web サイトによる情報収集、審査委員会による 
  ヒアリングを経て、審査委員が付与した点数の合計結果を参考とし、 
   議論を経た合意形成により採択団体を決定する。 
(3) 審査委員の付与した点数が複数団体において等しく、また審査委員会所定の時間に 
   おける議論を経ても合意ができない場合は、審査委員⻑の判断を優先することとする。 
(4) 応募数によって、⼀次審査を省くことができる。 
 
第７ 報酬 
審査委員会の役割はボランティアとし、謝⾦等は⽀払わない。 
 
第 8 庶務 
審査委員会の庶務は、アカツキ事務局において⾏う。 
 
附 則 本要項は、2018 年 3 ⽉より施⾏する。 
附 則 本要項は、2019 年 3 ⽉より施⾏する。 
附 則 本要項は、2021 年 4 ⽉より施⾏する。 
附 則 本要項は、2025 年 6 ⽉より施⾏する。 
 


